
思
春
期
か
ら
性
成
熟
期
の

女
性
に
多
い
ト
ラ
ブ
ル

　

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
は
、
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
量
か
ら
、
小
児
期
、
思
春
期
、

性
成
熟
期
、
更
年
期
、
老
年
期
の
５
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
大
き
な
影

響
を
受
け
る
の
は
、
思
春
期
か
ら
、
閉
経
を

迎
え
老
年
期
に
入
る
ま
で
の
40
数
年
間
で
す
。

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
に
は
、エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン（
卵

胞
ホ
ル
モ
ン
）
と
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
（
黄
体

ホ
ル
モ
ン
）
と
い
う
２
つ
の
ホ
ル
モ
ン
が
あ

り
ま
す
。
女
性
ら
し
い
体
つ
き
に
な
り
初
経

が
始
ま
る
思
春
期
か
ら
性
成
熟
期
の
女
性
に

多
い
ト
ラ
ブ
ル
は
、
月
経
痛
、
月
経
不
順
、

そ
し
て
、
月
経
の
前
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
情

緒
不
安
定
に
な
っ
た
り
す
る
月
経
前
症
候
群

で
す
。
月
経
中
に
腹
痛
、
頭
痛
、
吐
き
気
な

ど
が
あ
っ
て
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
、
月

経
が
２
〜
３
か
月
来
な
い
、
月
経
前
に
イ
ラ

イ
ラ
し
調
子
が
悪
い
、
不
正
出
血
が
あ
る
な

ど
、
気
に
な
る
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
婦
人
科

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

激
し
い
月
経
痛
は
、
子
宮
内
膜
症
や
子
宮

筋
腫
が
原
因
で
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
子

宮
な
ど
に
病
気
が
な
い
の
に
、
月
経
痛
が
ひ

ど
い
と
き
に
は
、
月
経
困
難
症
治
療
薬
（
Ｌ

Ｅ
Ｐ
）
の
処
方
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｐ

は
、
避
妊
薬
と
し
て
使
わ
れ
る
低
用
量
ピ
ル

（
Ｏ
Ｃ
）
と
同
じ
成
分
で
、
卵
胞
ホ
ル
モ
ン

と
黄
体
ホ
ル
モ
ン
を
補
充
す
る
こ
と
で
月
経

痛
を
改
善
す
る
薬
で
す
。
Ｏ
Ｃ
に
は
保
険
が

使
え
ま
せ
ん
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｐ
に
は
保
険
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
Ｌ
Ｅ
Ｐ
と
Ｏ
Ｃ
に
は
、
副
作
用
と

し
て
血
栓
症
を
起
こ
す
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
、

40
歳
以
上
の
人
に
は
あ
ま
り
お
す
す
め
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
35
歳
以
上
で
喫
煙
習
慣
の

あ
る
人
は
血
栓
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た
め

処
方
さ
れ
ま
せ
ん
。
20
歳
代
〜
30
歳
代
前
半

で
あ
っ
て
も
、
喫
煙
者
は
禁
煙
し
て
か
ら
使

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

40
歳
以
降
で
月
経
の
量
が
非
常
に
多
か
っ

た
り
月
経
痛
に
悩
ま
さ
れ
た
り
し
て
い
る
よ

う
な
ら
、
子
宮
内
黄
体
ホ
ル
モ
ン
放
出
シ
ス

テ
ム
（
Ｉ
Ｕ
Ｓ
）
を
挿
入
す
る
選
択
肢
も
あ

り
ま
す
。
Ｉ
Ｕ
Ｓ
は
子
宮
内
に
挿
入
す
る
リ

ン
グ
状
の
器
具
で
、
黄
体
ホ
ル
モ
ン
を
子
宮

の
中
に
少
し
ず
つ
放
出
し
て
子
宮
内
膜
が
厚

く
な
る
の
を
防
ぎ
、
避
妊
効
果
も
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｕ
Ｓ
の
挿
入
は
外
来
で
、
５
分
程
度
で
実

施
で
き
ま
す
。

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
ゆ
ら
ぎ
が

更
年
期
症
状
を
引
き
起
こ
す

　

女
性
は
、
卵
胞
の
も
と
で
あ
る
原
子
卵
胞

を
約
２
０
０
万
個
持
っ
て
生
ま
れ
ま
す
。
原

子
卵
胞
の
大
半
は
自
然
に
消
失
し
、
40
歳
代

に
な
る
と
卵
胞
の
数
が
か
な
り
少
な
く
な
り
、

50
歳
前
後
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
閉
経

し
ま
す
。
1
年
間
月
経
が
来
な
け
れ
ば
閉
経

と
み
な
さ
れ
ま
す
。
閉
経
の
時
期
に
は
個
人

差
が
あ
り
ま
す
が
、
平
均
年
齢
は
約
50
歳
で

す
。
そ
の
前
後
合
わ
せ
て
10
年
間
、
45
〜
55

歳
く
ら
い
ま
で
を
更
年
期
と
呼
び
ま
す
。

　

閉
経
の
５
〜
６
年
前
か
ら
卵
巣
の
機
能
が

低
下
し
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
を
十
分
に
分
泌
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ホ
ル
モ
ン

分
泌
の
司
令
塔
で
あ
る
脳
の
視
床
下
部
が
、

卵
巣
が
さ
ぼ
っ
て
い
る
と
判
断
し
て
、
下
垂

体
に
性
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
を
さ
ら
に
た
く
さ

ん
出
し
て
卵
巣
を
刺
激
す
る
よ
う
に
指
令
を

出
し
ま
す
。
卵
巣
は
一
時
的
に
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
を
た
く
さ
ん
出
そ
う
と
し
ま
す
が
、
す
ぐ

に
分
泌
量
が
減
り
ま
す
。
更
年
期
に
は
一
直

線
に
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
量
が
減
る
の
で

は
な
く
、
実
際
に
は
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た

45

 

女
性
に
は
子
宮
、
卵
巣
が
あ
り
、
妊
娠
・
出
産

と
い
っ
た
生
殖
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
機
能
に
欠
か
せ
な
い
女
性
ホ
ル
モ
ン
は
、

女
性
の
心
と
体
の
健
康
を
左
右
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
を
受
け
る
の
は
初
経

が
始
ま
っ
た
こ
ろ
か
ら
閉
経
前
後
の
更
年
期
で
す
。

　
女
性
が
知
っ
て
お
き
た
い
「
女
性
ホ
ル
モ
ン
」

の
作
用
や
変
化
に
よ
る
不
調
と
、
そ
の
つ
き
あ
い

方
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
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女性ホルモン女性の心と体の健康を　左右する特集1

　女性ホルモンの分泌は、脳の視床下部でコン
トロールされています。視床下部から指令が出
ると下垂体から卵胞刺激ホルモンが出され、卵
胞からエストロゲンが分泌されます。エストロ
ゲンが十分な量に達すると、下垂体から黄体化
ホルモンが出て排卵が起こります。卵胞が黄体
に変わり、エストロゲンとプロゲステロンが分
泌され、子宮内膜が厚くなります。
　妊娠が成立しないと、その子宮内膜がはがれ
落ち、月経として体外へ排出されます。月経の
ある女性の多くは、毎月、この流れで排卵と月
経を繰り返しています。

女性ホルモン分泌の流れ
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 女性健康医学講座教授
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り
激
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

臓
器
な
ど
に
異
常
が
な
い
の
に
更
年
期
に

現
れ
る
体
と
心
の
不
調
の
多
く
は
、
上
下
動

す
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
ゆ
ら
ぎ
か
ら
生
じ
て

い
ま
す
。
特
に
出
や
す
い
症
状
に
は
、
突
然
、

顔
が
ほ
て
っ
た
り
の
ぼ
せ
た
り
す
る
ホ
ッ
ト

フ
ラ
ッ
シ
ュ
、
異
常
な
発
汗
、
不
眠
、
う
つ

症
状
、
動
悸
、
め
ま
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
よ
う
な
重
い
症
状

を
更
年
期
障
害
と
呼
び
ま
す
。

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
が

精
神
面
に
も
影
響

　

更
年
期
に
は
、
う
つ
、
不
眠
、
不
安
と
い

う
精
神
症
状
が
出
る
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴

で
す
。
東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
附
属
病

院
周
産
・
女
性
診
療
科
の
調
査
で
は
、
更
年

期
外
来
を
受
診
す
る
女
性
の
約
６
割
は
精
神

的
な
症
状
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
が
、

精
神
面
に
ま
で
影
響
を
与
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
、
脳
の
中

で
セ
ロ
ト
ニ
ン
な
ど
、
や
る
気
や
心
の
安
定

に
関
わ
る
ホ
ル
モ
ン
の
合
成
を
促
す
働
き
を

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
女
性
ホ

ル
モ
ン
が
急
激
に
減
少
す
る
と
、
そ
う
い
っ

た
ホ
ル
モ
ン
が
合
成
さ
れ
に
く
く
、
気
持
ち

が
落
ち
込
ん
だ
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
更
年
期
だ
け
で
は
な
く
、

月
経
前
症
候
群
の
よ
う
に
月
経
の
直
前
、
出

産
後
な
ど
に
も
、
う
つ
症
状
が
出
た
り
、
さ

さ
い
な
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
し
や
す
い

の
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
急
激
に
減
少
す
る

こ
と
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

更
年
期
症
状
は
我
慢
せ
ず

早
め
に
受
診
を

　

更
年
期
と
閉
経
は
女
性
な
ら
だ
れ
に
で
も

訪
れ
ま
す
が
、
症
状
の
出
方
に
は
個
人
差
が

あ
り
ま
す
。
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
性

格
的
に
い
い
加
減
な
人
よ
り
も
、
ま
じ
め
で

責
任
感
の
強
い
タ
イ
プ
の
人
の
ほ
う
が
、
不

快
な
症
状
が
重
く
出
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
時
期
は
、
仕
事
で
責
任
の
あ
る
役

職
に
つ
い
た
り
家
庭
で
は
子
ど
も
の
受
験
や

巣
立
ち
、
配
偶
者
と
の
関
係
、
親
の
介
護
な

ど
、
ス
ト
レ
ス
が
重
な
る
こ
と
も
症
状
の
重

さ
に
影
響
し
ま
す
。
更
年
期
症
状
が
出
て
つ

ら
い
と
き
に
は
、
我
慢
し
た
り
せ
ず
に
、
早

め
に
婦
人
科
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

更
年
期
症
状
の
治
療
に
は
、
主
に
、
ホ
ル

モ
ン
補
充
療
法
（
Ｈ
Ｒ
Ｔ
）、
漢
方
薬
、
向

精
神
薬
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。
Ｈ
Ｒ
Ｔ
は
、

不
足
し
て
い
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
を
補
っ
て
、

ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
症
状
を
改
善
す

る
方
法
で
す
。
ホ
ル
モ
ン
の
補
充
と
い
っ
て

も
、
性
成
熟
期
の
よ
う
な
量
の
女
性
ホ
ル
モ

ン
を
補
う
わ
け
で
は
な
く
、
わ
ず
か
に
上
乗

せ
す
る
程
度
で
す
。
飲
む
タ
イ
プ
、
貼
る
タ

イ
プ
、
塗
る
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

漢
方
薬
に
は
、
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
、

そ
の
人
の
タ
イ
プ
（
証
）
に
よ
っ
て
処
方
さ

れ
ま
す
。
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
な
症

状
だ
け
で
は
な
く
、
う
つ
症
状
や
不
眠
の
改

善
に
役
立
つ
漢
方
薬
も
あ
り
ま
す
。

　

向
精
神
薬
と
は
、
睡
眠
導
入
薬
、
抗
う
つ

薬
、
抗
不
安
薬
な
ど
で
す
。
う
つ
症
状
、
不

安
、
不
眠
と
い
っ
た
精
神
症
状
が
重
い
場
合

に
処
方
さ
れ
ま
す
。
抗
う
つ
薬
の
中
に
は
、

腰
痛
な
ど
慢
性
的
な
痛
み
の
軽
減
に
も
有
効

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
更
年
期
症
状
の
改
善
の
た
め
に
は
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
も
重
要
で
す
。
1
日
３

食
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
り
、
１
日
に

30
〜
60
分
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
な
ど
日
常
生

活
の
中
に
運
動
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
運

動
に
は
、
う
つ
症
状
を
改
善
す
る
効
果
が
あ

る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
の
摂
取
に

よ
っ
て
、
ほ
て
り
、
耳
鳴
り
、
動
悸
、
め
ま

い
な
ど
の
更
年
期
症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
る

こ
と
が
研
究
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
更
年
期

以
降
の
女
性
は
、
紫
外
線
に
よ
る
光
老
化
や

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
低
下
に
よ
っ
て
肌
の
弾
力

性
、
保
湿
力
が
低
下
し
ま
す
が
、
イ
ソ
フ
ラ

ボ
ン
は
肌
の
弾
力
性
を
改
善
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

注
意
し
た
い
の
は
、
体
の
不
調
す
べ
て
が

更
年
期
に
よ
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
欠
乏
の
た

め
で
は
な
い
こ
と
で
す
。
何
か
症
状
が
あ
る

の
に
、「
更
年
期
だ
か
ら
調
子
が
悪
い
の
が
当

た
り
前
」
と
考
え
放
置
す
る
の
は
禁
物
で
す
。

　

40
歳
前
半
く
ら
い
ま
で
の
女
性
は
、
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
の
作
用
に
よ
っ
て
、
血
管
の
し
な

や
か
さ
、
骨
の
強
さ
、
皮
膚
の
潤
い
な
ど
を

保
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
更
年
期
以
降

は
、
女
性
の
体
を
守
っ
て
い
た
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
が
か
な
り
少
な
く
な
る
の
で
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

値
が
上
昇
し
て
動
脈
硬
化
が
進
み
、
骨
粗

し
ょ
う
症
に
も
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

更
年
期
に
、
自
分
の
心
と
健
康
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
こ
と
は
、
そ
の
先
の
人
生
を
元

気
に
生
き
生
き
と
過
ご
す
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
直
面
す
る

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
や
変
化
と
上
手
に
つ

き
あ
い
、
さ
ら
に
輝
き
た
い
も
の
で
す
。
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更年期症状の改善のため　治療や生活習慣の見直しを

　ホルモン補充療法（HRT）は、ホッ
トフラッシュ、発汗の異常、骨量の減
少、脂質異常、不眠などの改善が期待
できます。LDL コレステロールの上
昇が抑えられるので、心臓病などの予
防にもつながります。また、女性ホル
モンの減少によって失われる皮膚の張
りや潤いが、ある程度回復する副次的
な効果もあります。
　一方、デメリットは、乳がんの発症
リスクが増えるとの報告があることで
す。病気で子宮を摘出している場合に
は、エストロゲンを補充するだけです
が、それ以外の人は原則的に黄体ホル
モンも併用します。乳がんのリスクが
増えるのは、黄体ホルモンの作用と考
えられます。乳がんの発症リスクはそ
れほど大幅に増えるわけではありませ
んが、その影響は、どういう病気にか
かりやすい家系なのかによっても違い
ます。それぞれのメリット、デメリッ
トを聞き、婦人科医とどういう治療を
受けるかを、よく相談して決めるよう
にしましょう。

ホルモン補充療法の
メリット・デメリット

日本産科婦人科学会雑誌 1999,51（12）：1193-1204


